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APIを使用してワークロードを管理する

ここで説明する API は、ストレージワークロードの表示、 LUN とファイル共有の作
成、パフォーマンスサービスレベルとストレージ効率化ポリシーの管理、ストレージワ
ークロードに対するポリシーの割り当てなど、ストレージ管理のさまざまな機能に対応
しています。

APIを使用したストレージワークロードの表示

ここに記載されている API を使用すると、データセンター内のすべての ONTAP クラス
タのストレージワークロードをまとめて表示できます。また、 Active IQ Unified

Manager 環境でプロビジョニングされているストレージワークロードの数と、その容量
とパフォーマンス（ IOPS ）の統計情報も表示されます。

ストレージワークロードを表示します

データセンター内のすべてのクラスタのすべてのストレージワークロードを表示するには、次のメソッドを使
用します。特定の列で応答をフィルタリングする方法については、 Unified Manager インスタンスで使用可能
な API のリファレンスドキュメントを参照してください。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 取得 /storage-

provider/workloads

ストレージワークロードの概要を表示します

使用済み容量、使用可能容量、使用済み IOPS 、使用可能 IOPS 、各パフォーマンスサービスレベルで管理さ
れているストレージワークロードの数を評価するには、次のメソッドを使用します。任意の LUN 、 NFS フ
ァイル共有、または CIFS 共有のストレージワークロードを表示できます。この API は、ストレージワークロ
ードの概要、 Unified Manager でプロビジョニングされたストレージワークロードの概要、データセンターの
概要、データセンターの合計、使用済み、使用可能なスペースと IOPS の概要を、割り当てられたパフォーマ
ンスサービスレベル別に表示します。この API の応答として受信した情報を使用して、 Unified Manager UI

のダッシュボードにデータが表示されます。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 取得 /storage-

provider/workloads-summary

APIを使用したアクセスエンドポイントの管理

Storage Virtual Machine （ SVM ）、 LUN 、およびファイル共有のプロビジョニングに
必要なアクセスエンドポイントまたは論理インターフェイス（ LIF ）を作成する必要が
あります。Active IQ Unified Manager 環境内の SVM 、 LUN 、またはファイル共有のア
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クセスエンドポイントを表示、作成、変更、および削除できます。

アクセスエンドポイントを表示します

Unified Manager 環境のアクセスエンドポイントのリストを表示するには、次のメソッドを使用します。特定
の SVM 、 LUN 、またはファイル共有のアクセスエンドポイントのリストを照会するには、 SVM 、 LUN 、
またはファイル共有の一意の識別子を入力する必要があります。一意のアクセスエンドポイントキーを入力し
て、特定のアクセスエンドポイントの詳細を取得することもできます。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 取得 /storage-provider/access-

endpoints

/storage-provider/access-

endpoints/{key}

アクセスエンドポイントを追加する

カスタムのアクセスエンドポイントを作成して、必要なプロパティを割り当てることができます。作成するア
クセスエンドポイントの詳細を、入力パラメータとして指定する必要があります。この API 、または System

Manager または ONTAP CLI を使用して、各ノードにアクセスエンドポイントを作成できます。アクセスエン
ドポイントの作成では、 IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方がサポートされます。

LUN とファイル共有をプロビジョニングするためには、 SVM にノードあたりの最小アクセス
エンドポイント数を設定する必要があります。SVM には、ノードごとに少なくとも 2 つのアク
セスエンドポイントを設定する必要があります。 1 つは CIFS プロトコルおよび / または NFS

プロトコルをサポートし、もう 1 つは iSCSI プロトコルまたは FCP プロトコルをサポートし
ます。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 投稿（ Post ） /storage-provider/access-

endpoints

アクセスエンドポイントを削除する

特定のアクセスエンドポイントを削除するには、次のメソッドを使用します。特定のアクセスエンドポイント
を削除するには、入力パラメータとしてアクセスエンドポイントキーを指定する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 削除 /storage-provider/access-

endpoints/{key}

アクセスエンドポイントを変更します

アクセスエンドポイントを変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。特定のアク
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セスエンドポイントを変更するには、アクセスエンドポイントキーを指定する必要があります。また、更新す
るプロパティとその値を入力する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ パッチ /storage-provider/access-

endpoints/{key}

APIを使用したActive Directoryマッピングの管理

ここに記載された API を使用して、 SVM 上の CIFS 共有のプロビジョニングに必要な
SVM の Active Directory マッピングを管理できます。ONTAP を備えた SVM をマッピン
グするには、 Active Directory マッピングを設定する必要があります。

Active Directory マッピングを表示します

SVM の Active Directory マッピングの設定の詳細を表示するには、次のメソッドを使用します。SVM の
Active Directory マッピングを表示するには、 SVM キーを入力する必要があります。特定のマッピングの詳細
を照会するには、マッピングキーを入力する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 取得 /storage-provider/active-

directories-mappings

/storage-provider/active-

directories-mappings/{key}

Active Directory マッピングを追加します

SVM に Active Directory マッピングを作成するには、次のメソッドを使用します。マッピングの詳細を入力パ
ラメータとして指定する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 投稿（ Post ） /storage-provider/active-

directories-mappings

APIを使用したファイル共有の管理

を使用できます /storage-provider/file-shares データセンター環境内のCIFSお
よびNFSファイル共有ボリュームを表示、追加、変更、削除するためのAPI。

ファイル共有ボリュームをプロビジョニングする前に、 SVM が作成され、サポートされるプロトコルでプロ
ビジョニングされていることを確認します。プロビジョニング中にパフォーマンスサービスレベル（ PSL ）
またはストレージ効率化ポリシー（ SEP ）を割り当てる場合は、ファイル共有を作成する前に PSL または
SEP を作成する必要があります。
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ファイル共有を表示します

Unified Manager 環境で使用可能なファイル共有ボリュームを表示するには、次のメソッドを使用しま
す。Active IQ Unified Manager のデータソースとして ONTAP クラスタを追加すると、それらのクラスタのス
トレージワークロードが Unified Manager インスタンスに自動的に追加されます。この API は、 Unified

Manager インスタンスに自動および手動で追加されたファイル共有を取得します。特定のファイル共有の詳
細を表示するには、ファイル共有キーを指定してこの API を実行します。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 取得 /storage-provider/file-

shares

/storage-provider/file-

shares/{key}

ファイル共有を追加

SVM に CIFS および NFS ファイル共有を追加するには、次のメソッドを使用します。作成するファイル共有
の詳細を入力パラメータとして指定する必要があります。この API を使用して FlexGroup ボリュームを追加
することはできません。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 投稿（ Post ） /storage-provider/file-

shares

アクセス制御リスト（ ACL ）パラメータまたはエクスポートポリシーパラメータのどちらを指
定するかに応じて、 CIFS 共有または NFS ファイル共有が作成されます。ACL パラメータの値
を指定しない場合、 CIFS 共有は作成されず、デフォルトで NFS 共有が作成され、すべてのア
クセスが提供されます。

データ保護ボリュームの作成：SVMにファイル共有を追加する場合、デフォルトでマウントされるボリュー

ムのタイプはです rw （読み取り/書き込み）。データ保護（DP）ボリュームを作成する場合は、を指定しま

す dp をの値として指定します type パラメータ

ファイル共有を削除します

特定のファイル共有を削除するには、次のメソッドを使用します。特定のファイル共有を削除するには、入力
パラメータとしてファイル共有キーを入力する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 削除 /storage-provider/file-

shares/{key}
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ファイル共有を変更する

ファイル共有を変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。

特定のファイル共有を変更するには、ファイル共有キーを指定する必要があります。また、更新するプロパテ
ィとその値を入力する必要があります。

この API の 1 回の呼び出しで更新できるプロパティは 1 つだけです。更新が複数ある場合は、
この API を何度でも実行する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ パッチ /storage-provider/file-

shares/{key}

APIを使用したLUNの管理

を使用できます /storage-provider/luns データセンター環境内のLUNを表示、追
加、変更、削除するためのAPI。

LUN をプロビジョニングする前に、 SVM が作成され、サポートされるプロトコルでプロビジョニングされて
いることを確認してください。プロビジョニング中にパフォーマンスサービスレベル（ PSL ）またはストレ
ージ効率化ポリシー（ SEP ）を割り当てる場合は、 LUN を作成する前に PSL または SEP を作成する必要
があります。

LUN を表示します

Unified Manager 環境の LUN を表示するには、次のメソッドを使用します。Active IQ Unified Manager のデ
ータソースとして ONTAP クラスタを追加すると、それらのクラスタのストレージワークロードが Unified

Manager インスタンスに自動的に追加されます。この API は、 Unified Manager インスタンスに自動および
手動で追加されたすべての LUN を取得します。特定の LUN の詳細を表示するには、 LUN キーを指定してこ
の API を実行します。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 取得 /storage-provider/luns

/storage-

provider/luns/{key}

LUN を追加します

SVM に LUN を追加するには、次のメソッドを使用します。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 投稿（ Post ） /storage-provider/luns
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cURL 要求で、入力にオプションのパラメータ volume_name _tag の値を指定すると、 LUN の
作成でボリュームの名前を指定する際にその値が使用されます。このタグにより、ボリューム
を簡単に検索できます。要求にボリュームキーを指定した場合、このタギングはスキップされ
ます。

LUN を削除します

特定の LUN を削除するには、次のメソッドを使用します。特定の LUN を削除するには、 LUN キーを指定す
る必要があります。

ONTAP でボリュームを作成し、そのボリュームで Unified Manager を使用して LUN をプロビ
ジョニングした場合、この API を使用してすべての LUN を削除すると、ボリュームも ONTAP

クラスタから削除されます。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 削除 /storage-

provider/luns/{key}

LUNs を変更する

LUN を変更してそのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。特定の LUN を変更するには、
LUN キーを指定する必要があります。また、更新する LUN プロパティとその値を入力する必要があります。
この API を使用して LUN アレイを更新する場合は ' API の使用に関する推奨事項を確認する必要があります

この API の 1 回の呼び出しで更新できるプロパティは 1 つだけです。更新が複数ある場合は、
この API を何度でも実行する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ パッチ /storage-

provider/luns/{key}

APIを使用したパフォーマンスサービスレベルの管理

Active IQ Unified Manager でストレージプロバイダ API を使用して、パフォーマンスサ
ービスレベルを表示、作成、変更、および削除できます。

パフォーマンスサービスレベルを表示します

ストレージワークロードに割り当てる際にパフォーマンスサービスレベルを表示するには、次のメソッドを使
用します。この API は、システム定義およびユーザ作成のすべてのパフォーマンスサービスレベルを表示
し、すべてのパフォーマンスサービスレベルの属性を取得します。特定のパフォーマンスサービスレベルを照
会する場合は、パフォーマンスサービスレベルの一意の ID を入力して詳細を取得する必要があります。
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カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 取得 /storage-

provider/performance-

service-levels

/storage-

provider/performance-

service-levels/{key}

パフォーマンスサービスレベルを追加

システム定義のパフォーマンスサービスレベルがストレージワークロードに必要なサービスレベル目標（
SLO ）を満たしていない場合は、次のメソッドでカスタムパフォーマンスサービスレベルを作成し、ストレ
ージワークロードに割り当てることができます。作成するパフォーマンスサービスレベルの詳細を入力しま
す。IOPS プロパティには、有効な値の範囲を入力してください。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 投稿（ Post ） /storage-

provider/performance-

service-levels

パフォーマンスサービスレベルを削除します

特定のパフォーマンスサービスレベルを削除するには、次のメソッドを使用します。ワークロードに割り当て
られている場合、または他に使用可能なパフォーマンスサービスレベルがない場合、そのパフォーマンスサー
ビスレベルは削除できません。特定のパフォーマンスサービスレベルを削除するには、パフォーマンスサービ
スレベルの一意の ID を入力パラメータとして指定する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 削除 /storage-

provider/performance-

service-levels/{key}

パフォーマンスサービスレベルの変更

パフォーマンスサービスレベルを変更してそのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。シス
テム定義のパフォーマンスサービスレベル、またはワークロードに割り当てられているパフォーマンスサービ
スレベルは変更できません。特定のパフォーマンスサービスレベルを変更するには、の一意の ID を指定する
必要があります。また、更新する IOPS プロパティと有効な値も入力する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ パッチ /storage-

provider/performance-

service-levels/{key}
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パフォーマンスサービスレベルに基づくアグリゲート機能の表示

パフォーマンスサービスレベルに基づいてアグリゲート機能を照会するには、次のメソッドを使用します。こ
の API は、データセンターで使用可能なアグリゲートのリストを返し、それらのアグリゲートでサポート可
能なパフォーマンスサービスレベルに関する機能を示します。ボリュームでワークロードをプロビジョニング
する際に、特定のパフォーマンスサービスレベルをサポートするアグリゲートの機能を表示し、その機能に基
づいてワークロードをプロビジョニングできます。アグリゲートを指定できるのは、 API を使用してワーク
ロードをプロビジョニングする場合のみです。この機能は Unified Manager Web UI では使用できません。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 取得 /storage-

provider/aggregate-

capabilities

/storage-

provider/aggregate-

capabilities/{key}

APIを使用したストレージ効率化ポリシーの管理

ストレージプロバイダ API を使用して、ストレージ効率化ポリシーを表示、作成、変
更、および削除できます。

次の点に注意してください。

• Unified Manager でワークロードを作成する場合、ストレージ効率化ポリシーの割り当ては
必須ではありません。

• ポリシーが割り当てられたあとで、ワークロードからストレージ効率化ポリシーの割り当
てを解除することはできません。

• 重複排除や圧縮など、 ONTAP で指定されたストレージ設定がワークロードに含まれてい
る場合、 Unified Manager でストレージワークロードを追加するときに適用するストレージ
効率化ポリシーの設定で、その設定を上書きすることができます。

ストレージ効率化ポリシーを表示します

ストレージワークロードに割り当てる前にストレージ効率化ポリシーを表示するには、次のメソッドを使用し
ます。この API は、システム定義およびユーザ作成のすべてのストレージ効率化ポリシーを表示し、すべて
のストレージ効率化ポリシーの属性を取得します。特定のストレージ効率化ポリシーを照会するには、ポリシ
ーの一意の ID を入力して詳細を取得する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 取得 /storage-provider/storage-

efficiency-policies

/storage-provider/storage-

efficiency-policies/{key}

8



ストレージ効率化ポリシーを追加します

システム定義のポリシーがストレージワークロードのプロビジョニング要件を満たしていない場合は、次のメ
ソッドでカスタムのストレージ効率化ポリシーを作成し、ストレージワークロードに割り当てることができま
す。作成するストレージ効率化ポリシーの詳細を入力パラメータとして指定します。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 投稿（ Post ） /storage-provider/storage-

efficiency-policies

ストレージ効率化ポリシーを削除します

特定のストレージ効率化ポリシーを削除するには、次のメソッドを使用します。ワークロードに割り当てられ
ている場合、または他に使用可能なストレージ効率化ポリシーがない場合、そのストレージ効率化ポリシーは
削除できません。特定のストレージ効率化ポリシーを削除するには、ストレージ効率化ポリシーの一意の ID

を入力パラメータとして指定する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ 削除 /storage-provider/storage-

efficiency-policies/{key}

ストレージ効率化ポリシーの変更

ストレージ効率化ポリシーを変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。システム
定義のストレージ効率化ポリシー、またはワークロードに割り当てられているストレージ効率化ポリシーは変
更できません。特定のストレージ効率化ポリシーを変更するには、ストレージ効率化ポリシーの一意の ID を
指定する必要があります。また、更新するプロパティとその値を指定する必要があります。

カテゴリ HTTP 動詞 パス

ストレージプロバイダ パッチ /storage-provider/storage-

efficiency-policies/{key}
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